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山陰地方における圃場の昆虫群集の研究

3。クリ園におげる昆虫群集について※

三浦　正※※⑧秋山達 朗※※※

　　　　　　　Tadashi　M工URA　and　Tatsuro　AKIYAMA

S施d．1es　o皿the　Insect　Assoc1at1on　of　Crop　F1e1d1n　San1n　D1s旋1ct

　　　　3　0n　the　Insect　Assoc1at1onユn　a　Chestn1ユt　Grove

　　　　　　　　緒　　　　　言

　果樹振興によって，島根県でもカキ，ブドうと並んで

クリ栽培が重点的に進められている。従来クリの野生種

が多かった関係か粗放的に取り扱われ今クリの害虫に関

する研究は少ない、クリ栽培では虫害による減収が非常

に大きいので，この対策を樹立することがきわめて重要

課題である。島根県におけるクリ栽培の現状をみると，

主として中国山賑沿いの中山間地帯から山間地帯にかけ

て増反事造園がなされつつある、このことは管理上から

も種々の不便が生じておりヨ害虫の被害も大きい、そこ

で著者らはクリの害虫防除に関する研究の一環として，

クリの開葉期における昆虫群集について調査した．

　　　　　　　実験材料およぴ方法

　実験は1％4年，簸川郡斐川村のクリ園で実施した。調

査園の概況は第1図に示した。この園のクリ樹はほとん

どが接木によるものであり，品種は約10種，樹齢は3～

4年生から9～10年にわたり，総本数約200本である、

調査方法は図に示した皿，皿およびIVの部分から「丹

沢」（早生種），「伊吹」（中生種），「筑波」（晩生種）の

ほか，この園の代表晶種として「銀鈴」（中生種）を選

定し，各品種とも2本，計8本について，第2図に示し

たようにクリ樹全体をたたき網を使用し，さらに主幹と

側枝を4本，新梢を20本選び，これに生息している昆虫

類を全部採集言己録した。

　　　　　　　　実　験　結　果

　この実験で採集記録した昆虫類は，第1表に示したよ

うに，％種の害虫と若千のミノガ類，ジョウカイボン類

であり，採集総個体数は990個体であった。
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　　　　　　第1図調査園の概況
　　　　I：9～10年生　　皿：3～4年生
　　　　皿：4年生　　　　1V：5年生

　　　　　　　　考　　　　　察

　1．科別にみた勢力の消長と割合

　採集言己録した昆虫類を科別に整理すると第2図のよう

になる．全期間を通じて常に大きな勢力をもっているも

のは，ゾウムシ科，アブラムシ科，コガネムシ科，ヤマ

マユガ科などであり，中でもゾウムシ科の勢力は他を圧

している．これらの勢カの大きい科について検討した。

なお科別にまとめたものの勢力の割合を第3図に示し

た。

　アプラムシ科

　ゾウムシ科に次ぐ勢力を有する。4月中旬には既にか

なりの勢力がみられ，5月中旬に最盛期を示すが，その

後も勢力はあまり衰えない。この科の中セクリ園で採集

されるのはクリオオアブラムシ（肋6伽㈱炉0がω脇

VAN　DERGOOT）とクリフチアフラムシ（〃μo惚〃鮎

肋ダ伽1αMATSUMURA）の両種であり，とくにクリ

オオアブラムシが優位を保っている．

　ヤママユガ科

　鱗麹目中で最も勢力を示している。4月中旬にはわず

かな発生であるが，5月上旬に最盛期となり，後はほと

んど姿がみられない。本科の主要種はクスサン（肋柳0・
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　　　第2図　科別にみた勢力の消長

Ca：ジョウカィボン科　　Ei：コメツキムシ科

Ch：ハムシ科Ce：カミキリムシ科
Cu：ゾウムシ科　Sc：コガネムシ科
Ti：グ！バイムシ科　　Ap：アブラムシ科

Ci：ヒシゥンカ科　Ps：ミノガ科
Ar：ヒトリガ科　La：カレバガ科
To：ハマキガ科　Ge：シヤクガ科
Ly：．ドクガ科Sa：ヤママユガ科
Py：メ　イ　ガ　科

シ，ハマキガの1種の群集構成で，カシワクチブトゾウ

ムシは4種のうちの8Q％の勢力を示す。5月7日の調
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　　第3図科別にみた勢力割合

Ap：アブラムシ科　ps：ミノガ科
Ar：ヒトリガ科　To：ハマキガ科
Ge：シヤクガ科　Ly：ドクガ科
Sa：ヤママユガ科　Py：メ　ィガ科
Ca：ジョウカィボン科　　Ei：コメツキムシ科

Ch：ハムシ科CU：ゾゥムシ科
Sc：コガネムシ科
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査では，カシワクチブトゾウムシの首位は動かないが主

クスサン，ミノガ，ハマキガの1種，メイガの1種，シ

モフリコメツキ，オトシブミなど7種で群集が構成され

る何5月／9日では，いままで首位にあったカシワクチ

ブトゾウムシが3位に落ちて，アブラムシ類が上位にあ

がった。群集構成は，クリブチァブラムシ，クリオオア

ブラムシ，カシワクチブトゾウムシ，オトシブミ，ハマ

キガの／種，メイガの／種，カシワマイマイであった。

6月5日になると，ふたたびカシワクチブトゾウムシを

首位とする群集構成がみられ，構成種は7種でチャイロ

コガネが出現している。6月／6日も前回とほとんど同様

にカシワクチブトゾウムンを首位に7種で群集構成がな

されている田6月30日には群集構成は4種でなされ，ア

ブラムシ類とカシワクチブトゾウムシ，サクラコガネで

あった．7月／4日の最終調査時には，ヒメコガネを首位

にドウガネブイブイの2種となり，まとまった個体数は

採集できなくなった．

　この7回の調査における酢集構成で求めた，元村

（1932）の式を示すとつぎのようになる。

　　　4月2／日　Logy＋0．50x二2．45

5月7日
5月19日

6月5日
6月16日

6月ろ0日

ア月14日

Logy＋0．28x＝2．35

Log　y＋0．26x：2，／7

1Log　y＋0．16x：／．73

Log　y＋0．20x＝1．95

L09y＋0．／0x＝／．／0

Logy＋0．15x二／．05

　以上のことからみて，調査初期の4月中下旬には，島

根県簸川郡地方のグリ園の昆虫群集の組成は非常に単純

で，カシワクチブトゾウムシ他数種の発生をみるにすぎ
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ないが，個体密度は高い。5月上旬から6月中旬にかけ

て，群集は複雑化してくる、発生種の個体密度もしだい

に低下してくる傾向がみられる。6月下旬から7月中旬

に向っては群集組成は単純になり，コガネムシ類の発生

を見るにすぎず，個体密度も低い。この報告で取り扱っ

た群集構成種のうちでは，カシワクチブトゾウムシ，ク

リオオアブラムシ，クリブチァブラムシ，クスサン，ヒ

メコガネなどが、クリの開葉期におけるクリ園の主要種

であると考えられる、今回の調査に除外した鞘翅目のカ

ミキリムシ類，キクイムシ類，鱗翅目のネスジキノカワ

ガ，ゴマダラノメイガなどの重要害虫については別に報

告する。

摘　　　　　要

　この報告は，1％4年に島根県簸川郡斐川村のクリ園に

おいて，クリの開葉期における昆虫群集の構成と季節的

消長を調査したものである曲

　1．クリ園で採集記録した種類は％種と若干のミノガ

類，ジョウカイボン類であった。

　2．発生種のうちでは，カシワクチブトゾウムシ，ア

ブラムシ類の個体群の密度が高い臼

　3．群集構成をみると，4月中旬から4月下旬は群集

組成は単純であるが，個体群密度は高い、5月中旬から

6月中旬は群集組成が複雑で個体群密度は低い固6月下

旬から7月中旬になると，群集は単純になり密度も低

い。

　4．クリの開葉期における主要種は，カシワクチブト

ゾウムシ、クリオオァブラムシ，クリブチアブラムシ，

クスサン，ヒメガガネである。
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　　　　第4図　クリ園における群集構成

Mg：カシワクチブトゾウムシ　　Ps：ミノガ類

Lt：クリオオアブラムシ　　To：ハマキガの／種

Dj：クスサン　Py：メイガの／種
APlシモフリコメツキ　　Aj：オトシブミ
Mk：クリブチァブラムシ　　L㎜：カシワマイマイ

At：チャイロコガネ　　Oj：コアオハナムグリ

Ac：ドウガネブイブイ　Ca：ジョウカイボンの／種
Ad：サクラコガネ　　Aマ：ヒメコガネ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S皿醜蝿駆y

　The　pτesent　stud1es　were1ntended　to　exp1a1n　the　faun1stユc　co㎜pos1t1on　and．1ts　seasona五

changeユn　a　chest醐t　groye　　The　1nYest1gat1ons　were　made　from　Apr11to　Juユy，／％4　1n
Sh1皿［ane　prefecture　　　The　resu一肚s　are　suエnn1ar1zed　as　fo11ows

　l　The　co㎜pos1t1on　of　the　major　spec五es1n　the　chestnut　grove　are　shown1n　Tab1e1

　2　From　the　ana1ys1s　us1ng　the1aw　of　geo㎜etr1ca1progress1on（M0T0MURA，1932），並
was　ev1dent　that　the　co㎜poslt1on　of　the　msect　co㎜mu皿1ty　was哩1te　s工㎜p1e1n　Apn五and－

comp11ca．ted　commumty　was　recogn1zed．m　May　and．Ju．ne

　3　The1mportant1nj岨10us　msects1n　a　chestnut　gr0Ye1n　sprlng　were〃γ〃ooθr雌　5η3ω3，
Zα・加附卯・p1・α肌，〃仰・α脇肋沁・1α，1）1仰・ψ・り・p・π1・・，■π・肌α1〃ψ・・〃α．
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